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質問
北
環
状
線
高
架
下
利
用

質問
市
長
の
政
治
姿
勢

　
離
婚
後
に
も
共
同
で
子
ど

も
を
養
育
す
る
た
め
に
は
、

養
育
費
や
面
会
交
流
に
関
す

る
事
前
の
取
り
決
め
が
大
切

で
あ
り
、
離
婚
前
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
支
援
を
行
う

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

他
市
で
の
取
り
組
み
状
況
や

国
の
制
度
改
正
の
動
き
な
ど

を
引
き
続
き
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
子
ど
も
の
共
同
養
育

て
い
く
。

質問
下
小
坂
地
区
水
害
対
策

川
の
区
間
で
は
、
川
の
再
生

事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
が
、

地
域
住
民
等
の
連
携
・
協
働

の
下
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
今
後
も
旧
来
の
赤
間
川
と

沿
川
地
域
と
の
歴
史
的
な
結

び
付
き
も
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
の
中
で
赤
間

川
の
名
称
の
活
用
を
検
討
す

る
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
。

質問
川
の
歴
史
と
名
称
の
変
遷

■問問
現
代
で
は
、
男
女
問
わ
ず

第
三
者
と
手
を
つ
な
ぎ
デ
ュ

エ
ッ
ト
す
る
行
為
は
セ
ク
ハ

ラ
・
わ
い
せ
つ
行
為
だ
と
思

う
が
、
市
長
の
認
識
は
。

答
市
長
　
男
性
の
場
合
、
か

つ
て
突
然
手
を
つ
な
い
で
し

ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
女

性
と
手
を
つ
な
い
で
デ
ュ
エ

ッ
ト
を
す
る
と
き
は
基
本
的

に
お
こ
と
わ
り
を
し
て
い
る

の
で
、
セ
ク
ハ
ラ
に
は
当
た

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■問問
他
市
で
は
、
共
同
養
育
に

関
し
面
会
交
流
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、

離
婚
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
こ
ど
も
未
来
部
長
　
単
独

で
親
権
者
と
な
る
現
行
制
度

に
お
い
て
、
ひ
と
り
親
家
庭

に
対
し
、
面
会
交
流
の
サ
ポ

ー
ト
や
養
育
費
の
立
て
替
え

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

が
あ
る
こ
と
は
、
認
識
し
て

い
る
。

■問問
長
寿
命
化
に
併
せ
て
天
の

川
排
水
機
場
の
機
能
強
化
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
建
設
部
長
　
個
別
施
設
計

画
に
基
づ
き
施
設
更
新
を
す

る
際
に
は
、
近
年
の
大
雨
に

よ
り
発
生
し
て
い
る
道
路
冠

水
等
の
実
情
を
踏
ま
え
、
排

水
ポ
ン
プ
の
必
要
能
力
を
精

査
し
、
国
と
の
協
議
も
含
め
、

必
要
に
応
じ
て
排
水
機
場
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
検
討
し

■問問
川
に
縁
の
深
い
川
越
の
歴

史
や
文
化
を
継
承
す
る
た
め
、

過
去
に
新
河
岸
川
の
上
流
と

し
て
組
み
込
ま
れ
た
赤
間
川

の
流
路
で
は
従
前
の
赤
間
川

の
名
称
も
活
用
す
べ
き
で
は
。

答
市
長
　
本
市
は
、
江
戸
時

代
に
新
河
岸
川
の
舟
運
を
利

用
し
た
物
資
の
集
積
地
と
し

て
発
展
す
る
な
ど
、
川
と
の

関
わ
り
が
深
い
ま
ち
で
あ
る
。

　
現
在
、
新
河
岸
川
の
名
称

と
な
っ
て
い
る
旧
来
の
赤
間

赤
間
川
の
歴
史
と
名
称
の
活
用

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
体
制

セ
ク
ハ
ラ
の
認
識
に
つ
い
て

排
水
機
場
の
機
能
強
化
を

に
よ
り
地
理
的
優
位
性
が
高

ま
る
こ
と
で
、
事
業
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
事
業
者
等
か
ら
相
談
が
あ

っ
た
場
合
、
庁
内
関
係
課
に

よ
る
課
題
の
整
理
を
行
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
立
地
を
希

望
す
る
企
業
か
ら
の
相
談
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

質問
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

質問
「
ス
ポ
玉
」

頭
に
置
き
、
市
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
に
必
要
な
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
、
具
体
的
に

は
国
・
県
と
の
連
携
強
化
、

治
水
対
策
の
推
進
、
市
の
防

災
体
制
の
強
化
、
自
主
防
災

組
織
等
に
よ
る
地
域
の
防
災

力
の
向
上
な
ど
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
防
災
減

災
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
防
災
・
減
災
対
策

■問問
国
道
２
５
４
号
和
光
富
士

見
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
後
、

都
内
や
外
環
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
が
想
定
さ
れ
る
。
開

通
を
見
越
し
た
企
業
誘
致
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長
　
本
市
の

財
政
運
営
上
、
企
業
誘
致
は

効
果
が
高
く
大
変
重
要
な
施

策
で
あ
る
。
ま
た
、
外
環
道

の
和
光
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
つ
な
が
り
、
ア
ク
セ
ス

が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
こ
と

■問問
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害

に
対
し
て
、
雨
水
対
策
、
河

川
の
強
化
、
防
災
士
の
活
用

な
ど
、
防
災
減
災
に
関
す
る

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
市
長
　
全
国
各
地
で
線
状

降
水
帯
に
よ
る
大
雨
な
ど
、

予
測
が
困
難
で
激
甚
な
被
害

を
も
た
ら
す
災
害
が
多
発
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
対
応
が
困
難
な

災
害
が
本
市
で
も
十
分
に
発

生
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
念

将
来
を
想
定
し
た
企
業
誘
致
を

防
災
減
災
へ
ど
う
取
り
組
む
か
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